
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

  

「 元気なあいさつ 明るい笑顔 」の 彦糸小 R３.３月号 
三郷市立彦糸小学校 
学校教育目標    

「きよく かしこく たくましく」 
    ○ 仲良く助け合う子  
     ○ 進んで学ぶ子  
      ○ 元気に運動する子 

令和３年３月１日発行 

３月１日現在の児童数 

１年生  ３０名   ２年生 ２０名  ３年生 ２４名 

４年生 ４２名  ５年生 ３２名  ６年生 ４５名 

あおぞら１５名                  合計 ２０８名 

残心 ～卒業・修了に向けて～ 
                             校長  田﨑 研志 
 
日本の武道や芸道において使われる言葉に「残心（ざんしん）」 

があります。 

剣道では、相手に打ち込み、見事に面や胴を打ったとしても、 

それでよしとしません。相手から反撃される可能性、自分が連続 

して技を仕掛ける機会が考えられるからです。そのため、打った 

だけ、当たっただけでは一本とは見なされず、審判の合議の上で 

取り消しとされることもあるようです。一つの動作を終えた後で 

も緊張を持続させ、心身の備えを怠らないという心構えが大切に 

されています。 

これは、学校生活や日常の所作にも通じるものがあります。片 

づけさえすれば、終えさえすれば、それで終わりではありません。下足箱で上履きに履

き替えた後の外履きの置き方、教室の扉の閉め方、学校図書館の本の戻し方、給食後の

食器の返し方…。何気ない動作や行動の一つ一つが大切です。学習でのテストやプリン

トを見直し、間違い直しも同様と言えます。 

「終わったら、それでおしまい」ではなく、「その先に何があるか」「その次は何をす

ればよいか」を常に考え、気を緩めることなく責任をもって行動する習慣を身につけさ

せたいと考えています。 

今月で令和２年度が終わります。卒業・修了という大きな節目を迎える子供たちに、

この一年間をしっかりと振り返るだけでなく、次へのステップに弾みをつけるためにも

「残心」を大切に、指導を続けてまいります。 

新型コロナウイルス感染症に明け暮れた一年間でした。油断できない状況がまだ続き

そうです。保護者の皆様や地域の皆様に温かく支えられ、ここまできました。今月もど

うぞよろしくお願いします。 
 
【次年度に向けて】 
登校時間の変更について   令和３年４月～ ７：４５～８：００に登校 

・令和３年９月から予定されている彦糸地区・彦音地区の子供たちの通学路変更時に、
集合・出発時刻の差を極力少なくしたいため。 
→ 現状のままだと集合・出発時刻がかなり早くなり、子供たちやご家庭の負担が大

きくなるため。 
・教職員の出勤に余裕を持たせ、新型コロナ対応をより確実に実施するため。 
→ 現在、担任が毎朝子供たちの健康観察カード確認をしています。カードや検温を

忘れた児童への対応、欠席者の確認等に他の教員と連携し対応していますが、電
話対応等も重なり、厳しい状況にあるため。 

 ご理解、ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。（後日改めて文書を出します。） 
 
 

学校評価は、自校の教育の成果を検証し、組織

的・継続的にその改善を資することを目的として

います。学校評価運営委員会（学校評議員、PTA

本部役員等）は、学校の自己評価をもとに評価し、

学校は次年度に向けて改善してまいります。裏面

に掲載しましたのでご覧ください。 

1 月 スキルアップタイム　通学班編成会議　一斉下校

2 火 全校朝会　委員会活動

3 水 彦糸タイム(1・3・5年)　スキルアップタイム(2・4・6年)　給食費集金日

4 木 全校読書

5 金 彦糸タイム(2・4・6年)　スキルアップタイム(1・3・5年)　教育相談日

6 土

7 日

8 月 スキルアップタイム　

9 火 美化デー

10 水 彦糸タイム(1・3・5年)　スキルアップタイム(2・4・6年)　

11 木 全校読書

12 金 彦糸タイム(2・4・6年)　スキルアップタイム(1・3・5年)　

13 土

14 日

15 月 スキルアップタイム

16 火 表彰朝会

17 水 スキルアップタイム

18 木 全校読書　給食終了日

19 金 特別日課４時間授業

20 土 春分の日

21 日

22 月 特別日課４時間授業

23 火 特別日課４時間授業　スクールカウンセラー来校日（午後）

24 水 卒業証書授与式　１～５年生臨時休業日

25 木 学級の時間　３時間授業　６年生臨時休業日

26 金 学級の時間　修了式　３時間授業　６年生臨時休業日

27 土 学年末休業日・春季休業日（～４／７）

28 日

29 月

30 火

31 水

掲載している予定等につきましては現時点のもので
す。今後の状況により変更となる場合もあります。大
きく変更のある場合はメール配信、ならびにホームペ
ージにてお知らせしますのでご確認をお願いいたしま
す。 

梅の花が美しく咲いています 

今年度の貸出冊数、目標
の２２０００冊を１月
末で突破しました。それ
から１カ月経ち、２月末
で２６４６３冊となっ
ています。読書メーター
も、既に飛び出てしまい
ました。彦糸小の子供た
ちの読書の成果があら
われていますね！ 

２月２５日に予定されていた「６年生を送る会」ですが、緊急事態宣言
延長に伴い、体育館での実施ができない状況となりました。卒業して
いく６年生に何らかのメッセージを伝えたいと考え、今年度は各学年
の発表をＤＶＤにして、６年生に見てもらう形をとりました。それぞ
れ工夫を凝らした発表で、６年生もとても喜んでもらえました！ 
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家 庭 地 域 と の 連 携 状 況
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防

止

対
策

の
た

め
、

多
く
の

取
り

組
み

が
自

粛
と

な
っ

た
。

感
染

防
止

対
策

の
た

め
、

多
く
の

取
り

組
み

が
自

粛
と

な
っ

た
。

コ
ロ

ナ
対

応
に

向
け

て
、

マ
ス

ク
や

消

毒
液

な
ど

、
提

供
に

協
力

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

で
き

た
。

指 導 ・ 管 理 の 状 況

礼 儀 正 し い 児 童 生 徒 の 育 成

教
職

員
が

児
童

の
手

本
と

な
る

よ
う

、
言

葉
遣

い
を

中
心

と
し

た
言

動
に

気
を

付
け

、
指

導
を

続
け

て

い
る

。

３
～

６
年

生
の

有
志

で
結

成
し

た
「
あ

い
さ

つ
隊

」
を

中
心

に
、

朝
の

あ
い

さ
つ

運
動

を
行

っ
て

い
る

。
小

中
合

同
あ

い
さ

つ
運

動
を

実
施

し
て

い
る

。
「
自

ら
進

ん
で

」
あ

い
さ

つ
が

で
き

る
よ

う
、

継
続

し
て

指
導

が
必

要
で

あ
る

。

教
職

員
の

意
識

は
、

き
ち

ん
と

さ
せ

よ
う

と
す

る
方

向
に

向
い

て
い

る
。

休
み

時
間

や
放

課
後

、
登

下

校
時

な
ど

、
目

の
行

き
届

か
い

な
い

場
面

で
も

、
自

然
と

で
き

る
よ

う
に

、
指

導
を

継
続

し
て

い
く
。

生 徒 指 導

本
人

の
み

な
ら

ず
家

庭
的

に
も

問
題

を
抱

え
る

児
童

に
つ

い
て

、
全

教
員

で
分

担
し

て
対

応
で

き
て

い
る

。
毎

月
生

徒
指

導
・
教

育
相

談
会

議
を

行
う

こ
と

で
、

教
職

員
で

共
通

理
解

を
図

り
、

組
織

的
に

対
応

を
し

て
い

る
。

不
登

校
・
問

題
行

動
に

つ
い

て
家

庭

訪
問

や
関

係
機

関
へ

の
相

談
を

行
う

こ
と

で
組

織
的

に
対

応
し

て
い

る
。

教
育

相
談

日
を

設
け

、
保

護
者

と
共

通
理

解
を

図
っ

た
り

、
必

要
に

応
じ

て
Ｓ

Ｓ
Ｗ

、
Ｓ

Ｃ
な

ど
に

も
つ

な

げ
、

児
童

や
保

護
者

の
指

導
に

あ
た

っ
て

い
る

。
問

題
行

動
が

あ
っ

た
児

童
や

欠
席

児
童

の
保

護
者

へ
の

連
絡

を
密

に
行

い
、

予
防

的
指

導
に

力
を

入
れ

て
い

る
。

児
童

の
自

己
有

用
感

を
持

た
せ

る
た

め
、

教
職

員
へ

の
指

導
を

通
じ

、
認

め
あ

え
る

学
級

づ
く
り

を
し

て
い

る
。

な
か

よ
し

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

定
期

的
に

振
り

返
り

を
行

っ
て

い
る

。
「
い

じ
め

撲
滅

宣
言

」

を
全

員
が

行
い

、
全

校
あ

げ
て

「
い

じ
め

を
し

な
い

」
「
い

じ
め

を
さ

せ
な

い
」
土

壌
づ

く
り

を
し

て
い

る
。

管

理
職

と
担

任
の

素
早

い
連

携
と

対
応

で
未

然
に

防
い

で
い

る
。

安 心 ・ 安 全健 康 ・ 体 力

栄
養

教
諭

等
に

よ
る

食
育

指
導

を
通

じ
、

食
事

の
マ

ナ
ー

や
偏

食
の

激
し

い
児

童
に

対
し

て
の

よ
り

よ
い

指
導

を
行

っ
て

い
き

た

い
。

加
え

て
、

保
護

者
に

も
給

食
や

食
育

に
つ

い
て

啓
発

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
給

食
委

員
会

に
よ

る
残

菜
０

の
取

り
組

み
な

ど
、

児
童

が
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

が
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。

業
前

運
動

や
彦

糸
タ

イ
ム

、
休

み
時

間
の

外
遊

び
な

ど
意

欲
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

日
々

指
導

し
て

い
る

。
ま

た
、

な
わ

と
び

・
ダ

ン
ス

・
バ

ト
ミ

ン
ト
ン

教
室

、
Ｐ

Ｋ
大

会
な

ど
を

企
画

し
、

コ
ロ

ナ
対

策
の

中
で

運
動

の
日

常
化

を
図

れ
る

よ
う

工
夫

し
た

。

考 え 議 論 す る

道 徳 の 推 進

授
業

研
究

部
と

環
境

整
備

部
に

分
か

れ
、

学
校

全
体

で
一

丸
と

な
っ

て
研

究
を

進
め

た
。

考
え

、
議

論
す

る
道

徳
を

各
学

級
で

実
践

す
る

た
め

に
、

授
業

を
参

観
し

合
い

、
授

業
改

善
に

取
り

組
ん

だ
。

道
徳

の
授

業
だ

け
で

な
く

、
各

教
科

、
日

常
の

学
校

生
活

を
通

し
て

、
道

徳
的

な
判

断
、

心
情

を
育

成
し

て
い

る
。

学
校

行
事

等
で

は
、

道
徳

教
育

の
実

践
が

で
き

る
よ

う
事

前
指

導
、

事
後

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
　

利
他

の
心

や
自

主
の

心
な

ど
を

育
む

こ
と

で
、

そ
れ

を
生

か
す

活
動

を
各

学
年

が
行

い
、

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

授 業 等 の 状 況

学 力 向 上

学
力

向
上

推
進

委
員

会
を

組
織

し
、

教
員

同
士

の
授

業
参

観
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
。

学
力

向
上

を
目

指
し

、
板

書
や

発
問

の

仕
方

な
ど

、
授

業
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

加
え

て
、

１
人

１
回

の
研

究
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
各

学
年

の
実

態
に

合
わ

せ
た

学
習

プ
リ

ン
ト

な
ど

を
使

用
し

た
り

、
導

入
や

振
り

返
り

の
工

夫
を

図
っ

た
り

し
て

い
る

。

算
数

、
国

語
な

ど
振

り
返

り
の

時
間

を
確

保
し

て
、

基
礎

的
・
基

本
的

な
学

力
が

身
に

つ
く

よ
う

に
指

導
し

て
い

る
。

生
徒

指
導

・

学
級

経
営

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

、
よ

り
学

級
経

営
を

充
実

さ
せ

て
い

る
。

算
数

の
授

業
中

に
、

基
礎

・
基

本
を

身
に

付
け

さ
せ

る
よ

う
な

時
間

を
取

り
入

れ
て

い
る

。
算

数
の

板
書

を
掲

示
し

、
互

い
に

交
流

す
る

こ
と

で
授

業
改

善
を

意
識

し
て

行
っ

て
い

る
。

授 業 規 律

「
授

業
の

心
得

」
を

学
級

の
基

盤
と

し
て

考
え

、
各

担
任

・
担

任
外

へ
の

学
習

に
お

け
る

共
通

理
解

を

行
い

、
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

加
え

て
立

腰
タ

イ
ム

に
取

り
組

み
、

児
童

が
落

ち
着

い
て

学
習

す
る

指

導
を

行
っ

て
い

る
。

学
習

前
に

適
宜

立
腰

タ
イ

ム
を

取
り

入
れ

る
こ

と
で

、
落

ち
着

い
た

環
境

で
学

習
が

進
め

ら
れ

る
よ

う

取
り

組
ん

で
い

る
。

ス
イ

ス
タ

（
放

課
後

学
習

）
の

時
間

を
確

保
し

、
教

員
が

分
担

を
し

て
配

慮
の

要
す

る
児

童
へ

の
個

別
対

応
が

で
き

て
い

る
。

読 書 の ま ち

三 郷

読
書

月
間

を
設

け
た

り
、

ブ
ッ

ク
ト
ー

ク
、

読
み

聞
か

せ
等

の
機

会
を

設
け

る
こ

と
で

、
読

書
活

動
を

推

進
し

て
い

る
。

図
書

館
司

書
の

協
力

の
も

と
図

書
館

の
読

書
コ

ー
ナ

ー
や

掲
示

を
充

実
さ

せ
て

い
る

。

読
書

ウ
ィ

ー
ク

、
読

書
月

間
を

設
定

し
、

読
書

活
動

を
推

進
し

て
い

る
。

読
書

ビ
ン

ゴ
や

お
す

す
め

の

本
の

一
覧

表
、

シ
ー

ル
、

委
員

会
に

よ
る

イ
ベ

ン
ト
な

ど
興

味
が

わ
く
よ

う
な

取
り

組
み

を
実

施
し

て
い

る
。

年
間

貸
出

冊
数

の
目

標
を

定
め

、
学

校
が

一
丸

と
な

っ
て

読
書

に
励

ん
で

い
る

。

組 織 運 営 等 の 状 況

教 育 目 標

管
理

職
が

中
心

と
な

っ
て

家
庭

・
地

域
の

実
態

に
あ

わ
せ

た
目

標
を

設
定

し
、

職
員

一
丸

と
な

っ
て

組

織
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
担

任
間

で
話

し
合

い
な

が
ら

児
童

に
対

し
て

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
共

通

理
解

し
、

共
通

行
動

を
行

っ
て

い
る

。

行
事

等
の

反
省

を
生

か
し

、
次

年
度

に
向

け
て

改
善

し
て

い
る

。
ま

た
、

改
善

さ
せ

る
ポ

イ
ン

ト
を

絞

り
、

各
部

会
を

中
心

に
方

策
を

と
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
今

年
度

は
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

学
校

活
動

全
般

に
お

い
て

臨
機

応
変

な
対

応
を

行
っ

て
き

た
。

特 色 あ る 学 校

づ く り

伝
統

文
化

（
和

太
鼓

、
三

味
線

、
大

正
琴

）
を

地
域

の
方

か
ら

教
わ

っ
て

い
る

（
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で

対
外

的
な

発
表

の
場

は
中

止
と

な
っ

た
）
。

彦
糸

中
学

校
と

の
連

携
を

図
り

、
合

同
あ

い
さ

つ
運

動
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

外
国

籍
児

童
在

籍
が

多
い

こ
と

を
特

色
に

、
国

際
交

流
集

会
を

行
っ

て
い

る
。

特
色

あ
る

学
校

づ
く
り

を
目

指
す

た
め

、
高

学
年

は
伝

統
文

化
（
和

太
鼓

、
三

味
線

、
大

正
琴

）
、

外

国
籍

児
童

が
多

く
在

籍
す

る
本

学
校

の
実

態
に

応
じ

て
ス

イ
ス

タ
、

E
ス

タ
、

国
際

交
流

集
会

を
行

っ

て
い

る
。

外
国

語
の

掲
示

物
や

、
図

書
館

の
国

際
理

解
コ

ー
ナ

ー
な

ど
を

作
っ

て
い

る
。

資 質 向 上

倫
理

確
立

委
員

会
や

定
期

的
な

研
修

、
臨

時
的

な
職

集
を

行
い

、
服

務
規

律
を

見
直

す
機

会
を

作
っ

て
い

る
。

倫
理

確
立

委
員

会
の

実
施

な
ど

で
、

不
祥

事
が

他
人

事
で

は
な

く
、

常
に

身
の

回
り

で

起
こ

っ
て

い
る

と
再

確
認

で
き

る
場

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。

委
嘱

研
究

発
表

に
向

け
、

研
修

課
題

で
あ

る
道

徳
に

つ
い

て
研

究
授

業
を

中
心

に
一

丸
と

な
っ

て
取

り
組

ん
だ

。
加

え
て

、
道

徳

の
掲

示
物

や
教

材
の

作
成

・
充

実
を

図
っ

た
。

学
力

向
上

に
向

け
「
振

り
返

り
チ

ェ
ッ

ク
1
0
」
を

活
用

の
上

、
教

職
員

間
で

授
業

参

観
を

行
う

と
と

も
に

、
学

力
向

上
推

進
委

員
会

を
中

心
に

方
策

を
探

っ
た

。

令
和

２
年

度
　

　
三

郷
市

立
彦

糸
小

学
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学

校
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告
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項
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評
価
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目

№
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項

　
目

学
校

自
己

評
価

結
果

学
校

関
係

者
評

価

結
果

学
校

自
己

評
価

に
つ

い
て

の
評

価
の

説
明

及
び

学
校

の
考

え



  


